
   
 レポートの書き⽅③ 

  レポートの引⽤のルール 
 引⽤の仕⽅の分からないところ、細かく教えます︕ 

    〇引⽤の6⼤原則 
   

 1.  出典を表記すること 
 →レポートにある文献が信用できるものなのか、書き手がどのような文献を根拠として用いてい 

 るのかを読み手が確かめるため 

 2.  引⽤部分が⾃分の考えとはっきり区別されていること 
 →区別しないと、引用したものを自分の意見として扱っていると見なされ、  「剽窃」  となってし 

 まう可能性がある 

          3．信頼できる情報源を⽤いること 
 →信頼できる情報源とは？ 

 　  「いつ・誰が・何をもとに」して記述されたものか説明できる情報 

     
 　　　・公的機関が出している資料やサイト（最終更新日が古すぎないもの） 

 　　　・出版社が出版している本　　　　・学術雑誌や各大学の紀要 

 　　　・学術データベースから閲覧できる論文 

 　　　・学会が刊行する雑誌に掲載されている論文 

 　 

 ★  授業資料  の引⽤については、担当教員に確認してください 
 （信頼できる情報源を利⽤して作られた授業資料も利⽤できる場合があります） 

 4.  引⽤部分を改変しないこと 

 5.  孫引き  （参考⽂献として引⽤されているものを引⽤すること）  はしないこと  

      6.  必要な時のみ引⽤を使うこと 

      
   〇剽窃とは︖ 
     
     「他⼈の著作物の⼀部または全部をそのまま写し取り、あたかも⾃分の主張であるか 

  のように使⽤する不正⾏為」 
    ★友達と内容を相談したり、⼀緒に考えたりしながらレポートを作ることも、他⼈の著作を 
   剽窃したことになるので注意︕ 



 〇出典の書き⽅ 
      

 引⽤には「  直接引⽤  」と「  要約引⽤（「間接引⽤」ともいう）  」があり、種類に 
 よって引⽤の仕⽅が異なります︕ 

 ・直接引用→引用元の文章をそのまま引用する（例：定義など） 

 ・要約引用→引用元の文章を要約して引用する（例：先行研究のまとめなど  ） 

 ★直接引⽤ 

 例→近代以前、「ほとんどの人は、税金で作られた学校に通うことなく、大人になった」　 

 (広田, 2003, p.126)。 

 ★要約引⽤ 

 例→ 近代以前、税金で作られた学校に通っていた人はあまりいなかった(広田, 2003, p.126)。 

 ※複数ページの内容をまとめて引用するときは、（広田, 2003, pp.123-124)のように記す。 

 　p.ではなく、pp.を使う！ 

 ★⽂献リストの書き⽅ 
 レポート本文の終わりで一行空けて、引用した文献のリストを付ける 

 ・文献は　  著者氏名 (出版年) 『書名』 出版社  　の順に書く 

 ・文献が複数ある場合は、著者の五十音順に並べる 

 ・著者や編集者名が無く、発行者名しかない場合は資料を五十音順に並べる　    

 例→  引用文献： 

 　 広田照幸 (2003) 『学校には何が出来ないか』 春秋社. 



   〇ウェブページからの引⽤ 
       
      ウェブページから引⽤する際にも書き⽅があります︕ 

 　　　　・  ウェブページからの引用に決まったフォーマットはないが  「記事名」「サイト名」 

 　　　　　「最終閲覧日」「URL」  は必ず文献リストに記載するようにしよう。 

 　　　　・引用するサイトの信頼性にも気を付けよう。 

 ★直接引⽤・要約引⽤ 
 ・  カッコ内に  （データ作成者,  データ作成日  ）  を書こう。 

 例→コロナ時代のスポーツの有用性に関して、意識的な運動をすると「自己免疫力を高めてウイ 

 ルス性感染症を予防することに」（スポーツ庁, 2021年5月17日) 役立つ。 

 ★⽂献リストの書き⽅ 
 ・  データ作成者（データ作成日）  「ウェブページの題名」『ウェブサイトの名称』最終閲覧日 

 ＜ウェブページのURL＞  の順に書こう。 

 例→ スポーツ庁 (2021年5月17日) 「新型コロナウイルス感染対策　スポーツ・運動の留意点 

 と、運動事例について」 『スポーツ庁』 最終閲覧日: 2022年7月14日 

 　  <  https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop05/jsa_00010.html  > 

        

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop05/jsa_00010.html

